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(2) 他区との比較 

 

 

○目黒区の緑被率（23 区中順位） 

○目黒区の樹木被覆地率（23 区中順位） 

(H16) 

9 位 

4 位 

 

➔ 

➔ 

(H26) 

13 位 

8 位 

 
  東京 23 区の緑被率を図Ⅱ－１－４に示す。本区の緑被率は 17.3％であり、23 区中の上位

から 13 番目になる。前回調査では 23 区中の 9 番目であった。樹木被覆地率は 15.3％であり、

調査結果の得られた 23 区中の上位から 8 番目である。前回調査（14.9％、4 位）から樹木被

覆地率は上がったが、順位は下がった。（図Ⅱ－１－５） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図Ⅱ－１－４ ２３区の緑被率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－５ ２３区の樹木被覆地率 
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(3) 地区・住区別の現況 

 

 

○緑被率の高い地区 

○緑被率の低い地区 

○緑被率の高い住区 

○緑被率の低い住区 

(H16) 

北部地区（20.5％）

中央地区（13.4％）

駒場住区（28.7％）

向原住区（8.5％） 

 

➔ 

➔ 

➔ 

➔ 

(H26) 

北部地区（24.4％）

中央地区（11.4％）

駒場住区（31.9％）

向原住区（7.0％）

 
  地区・住区別の緑被状況と経年変化を表Ⅱ－１－２に、地区別の緑被率を図Ⅱ－１－６に、

住区別の緑被率を図Ⅱ－１－７に、住区別の緑被率分布を図Ⅱ－１－８にそれぞれ示す。 

  地区別の緑被率では、北部地区が 24.4％でもっとも高く、東部地区 18.5％、西部地区 18.0％、

南部地区 13.0％、中央地区 11.4％の順になっている。また、各地区とも樹木被覆地が占める

割合が高く、次いで草地が多い。屋上緑地と農地はともに少ない。 

  住区別の緑被率では、駒場住区が他の住区に比べてもっとも高く 31.9％、次いで、東根住

区 22.3％、菅刈住区 21.2％、東山 21.1％、大岡山東 20.5％と続く。この 5 住区では、現行の

目黒区の「みどりの基本計画」（2006（平成 18）年 10 月）における 2015（平成 27）年度の

緑被率目標値 20％を上回っている。駒場住区には、東京大学駒場Ⅰキャンパスや周辺の研究

施設・公園、東根住区には、敷地の大きい個人宅地のほか、都立駒沢オリンピック公園や国

立病院機構東京医療センターなどの大規模施設・公園もあり、緑被率が比較的高い傾向を示

している。 

  一方、緑被率が 10％を下回るのが向原住区 7.0％、月光原住区 8.5％、油面 9.5％である。 

  各住区ともに樹木被覆地の構成比が高く、屋上緑地は菅刈住区、農地は東根、自由が丘住

区、大岡山東住区でそれぞれ構成比が高くなっている。 

  前回調査（2004（平成 16）年度）と比較した緑被率の経年変化は、地区別では北部地区が

増加、東部地区がほぼ変化なし、中央地区、南部地区、西部地区では減少を示している。 

  住区別では、北部地区の全ての住区、田道、中目黒の住区で増加が大きく、油面、鷹番住

区等では減少となっている。 

  また、町丁目別の緑被分布図を図Ⅱ－１－９に示す。 

  緑被率が高い町丁目は、駒場 2 丁目（42.7％）、駒場 3 丁目（41.7％）、駒場 4 丁目（40.3％）、

一方、緑被率が低い町丁目は、目黒本町 3 丁目（5.2％）、目黒本町 5 丁目（5.8％）、原町 1

丁目（7.2％）となっている。 
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表Ⅱ－１－２ 地区・住区別の緑被の経年変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

駒場 312,301 28.7 347,219 31.9 34,918 3.2
菅刈 102,380 15.6 138,951 21.2 36,571 5.6
東山 86,265 15.8 115,138 21.1 28,873 5.3
烏森 50,208 12.4 56,351 14.0 6,143 1.5

551,154 20.5 657,659 24.4 106,505 4.0
中目黒 168,881 17.1 184,950 18.7 16,069 1.6
田道 96,207 16.0 109,019 18.1 12,811 2.1

下目黒 107,360 16.7 110,004 17.1 2,644 0.4
不動 151,151 23.4 126,898 19.7 -24,253 -3.8

523,599 18.2 530,871 18.5 7,272 0.3
上目黒 83,552 13.5 88,857 14.4 5,305 0.9
油面 86,339 14.4 57,199 9.5 -29,140 -4.9

五本木 68,733 12.9 59,900 11.2 -8,832 -1.7
鷹番 116,745 13.1 95,918 10.7 -20,827 -2.3

355,369 13.4 301,874 11.4 -53,495 -2.0
月光原 41,025 8.6 40,120 8.5 -905 -0.2
向原 34,161 8.5 28,092 7.0 -6,069 -1.5
碑 70,395 16.6 61,525 14.5 -8,870 -2.1

原町 84,633 15.1 81,102 14.5 -3,531 -0.6
大岡山東 80,890 19.6 84,703 20.5 3,813 0.9

311,104 13.7 295,542 13.0 -15,562 -0.7
大岡山西 85,765 17.1 71,798 14.3 -13,967 -2.8

中根 143,678 19.2 144,784 19.4 1,106 0.1
自由が丘 156,818 15.5 146,154 14.4 -10,664 -1.1

八雲 128,155 17.2 126,418 17.0 -1,736 -0.2
東根 255,005 21.2 268,359 22.3 13,354 1.1

769,421 18.3 757,513 18.0 -11,908 -0.3
2,510,647 17.1 2,543,459 17.3 32,812 0.2

南部地区

地区全体

地区 住区
平成26年度調査 増減

区全体

平成16年度調査

北部地区

地区全体

東部地区

地区全体

中央地区

地区全体

西部地区

地区全体
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図Ⅱ－１－６ 地区別の緑被率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－７ 住区別の緑被率 
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図Ⅱ－１－８ 住区別緑被率分布図 

区全体の緑被率

17.3％ 

1．駒場住区 31.9%

2．東根住区 22.3%

3．菅刈住区 21.2%

4．東山住区 21.1%

5．大岡山東住区 20.5%

1．向原住区 7.0%

2．月光原住区 8.5%

3．油面住区 9.5%

4．鷹番住区 10.7%

5．五本木住区 11.2%

緑被率上位５住区

緑被率下位５住区



第Ⅱ章 みどりの“量”の調査結果 
Ⅱ－１ 緑被調査 

 
 

 

 
28 

 
図Ⅱ－１－９ 町丁目別緑被率分布図 

 

1．駒場２丁目 42.7%

2．駒場３丁目 41.7%

3．駒場４丁目 40.3%

4．青葉台２丁目 35.7%

5．下目黒５丁目 31.5%

1．目黒本町３丁目 5.2%

2．目黒本町５丁目 5.8%

3．原町１丁目 7.2%

4．中央町１丁目 7.5%

5．鷹番３丁目 7.5%

緑被率上位５町丁目

緑被率下位５町丁目

区全体の緑被率 

17.3％ 
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(3) 用途地域別の現況 
 

 

○緑被の分布 

○緑被率の高い用途地域 

○緑被率の低い用途地域 

(H16) 

93％が住居系用途地域 

第一種中高層住居専用地域 

商業地域 

 

➔

➔

➔

(H26) 

91％が住居系用途地域 

第一種中高層住居専用地域

近隣商業地域 

 
  用途地域別の緑被率の経年変化を表Ⅱ－１－３に、緑被率と緑被の構成比を図Ⅱ－１－１

０にそれぞれ示す。 
  本区では区面積の 8 割を住居系の 5 つの用途地域が占める。また、これらの用途地域に全

緑被地のおよそ 91％が存在している。なかでも第一種低層住居専用地域（区全面積の 40.3％）

には、全緑被の 43.6％の緑被地がある。同様に第一種中高層住居専用地域（区全面積の 21.0％）

には、全緑被の 29.8％がある。この 2 つの用途地域に区の全緑被地の約 7 割が分布する。 

  一方、商工業系全体の緑被率（8.5％）は、区全体の緑被率を大きく下回っており、なかで

も近隣商業地域が 6.5％ともっとも低い。 

  屋上緑地は第一種低層住居専用地域が最も大きく(8,902 ㎡)、全屋上緑地面積の 23.9％を占

める。また、商工業系では商業地域が大きく（6,924 ㎡）、全屋上緑化面積の 18.6％を占め、

商業地域面積の全区に占める割合（6.6％）に比べ、大きな数値を示す。 

  農地は第一種低層住居専用地域に全農地の 77.4％が分布する。 

  緑被地以外の項目では、裸地が住居系の用途地域で 9 割以上を占め、商工業系ではほとん

どみられない。水面は目黒川両岸に指定されている準工業地域が最も大きく、全水面の約 4

割を占める。用途地域の面積割合（5.5％）からみると、水面は準工業地域に集中している。 

  経年変化を見ると、第一種低層住居専用地域、近隣商業地域で減少を示し、第一種住居地

域で増減なしを示すが、それ以外では増加傾向にある。特に準工業地域での変化が 4.9 ポイ

ントと大きい。 

  住居系では第一種低層住居専用地域の占める割合は大きいため、その緑被率の減少が影響

して、0.1 ポイントの減少となっている。商業系では、近隣商業地域で減少しているが、それ

以外の用途地域での上昇に伴い、1.9 ポイント増加している。 
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表Ⅱ－１－３ 用途地域別の緑被率経年変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－１０ 用途地域別緑被率 

 
 
 

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30

区全体

商工業系全体

準工業地域

商業地域

近隣商業地域

住居系全体

第二種住居地域

第一種住居地域

第二種中高層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

（％）屋 化 農樹 覆 草

 樹木被覆地     草 地      屋上緑地     農 地 

区全体の緑被率 

１７．３％ 

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

第一種低層住居専用地域 1,198,501 20.2 1,107,891 18.7 -90,610 -1.5 43.6
第一種中高層住居専用地域 717,096 23.3 759,132 24.5 42,036 1.3 29.8
第二種中高層住居専用地域 127,040 20.1 148,066 23.6 21,026 3.6 5.8
第一種住居地域 219,044 11.8 214,398 11.8 -4,646 0.0 8.4
第二種住居地域 66,592 14.1 77,852 16.4 11,260 2.3 3.1

2,328,273 19.5 2,307,339 19.3 -20,934 -0.1 90.7
近隣商業地域 63,378 6.6 64,656 6.5 1,278 -0.1 2.5
商業地域 57,724 6.1 72,418 7.5 14,694 1.4 2.8
準工業地域 61,272 7.4 99,046 12.3 37,774 4.9 3.9

182,374 6.7 236,120 8.5 53,746 1.9 9.3
2,510,647 17.1 2,543,459 17.3 32,812 0.2 100.0

平成16年度調査 平成26年度調査 平成26年度
緑被面積

構成比（％）

増減
用途地域

住居系

住居系全体

商工業系

商工業系全体
区全体
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(4) 土地利用区分別の現況 

 

 

○緑被の分布 

○公園の緑被率 

○公共施設の緑被率 

(H16) 

45％が低層建築群 

59.9％ 

33.1％ 

 

➔ 

➔ 

➔ 

(H26) 

31％が低層建築群 

71.5％ 

39.7％ 

 
  本調査の土地利用区分は、概ね街区単位（大規模な施設等は敷地単位）で、調査で撮影し

た空中写真、各施設の公称面積をもとに全区を 12 の土地利用に分類して作成した。土地利用

区分図を図Ⅱ－１－１１に、土地利用区分別の緑被率の経年変化を表Ⅱ－１－４に示す。 

  区全体の緑被率（17.3％）より大きい土地利用区分は、公園（71.5％）、公共施設（29.6％）、

公立学校（31.4％）、公営住宅等（30.4％）、社寺（43.0％）、農地（95.3％）、河川敷（49.1％）

である。特に、公園と農地では大きく上回っている。一方、私立学校、低層建築群、中高層

建築群、鉄道敷、道路では、10.4～14.5％と区全体の緑被率を下回る。低層建築群、中高層建

築群、道路の総面積は、区面積に占める割合が大きく、合わせると 81.7％になる。これらの

緑被率が区全体の緑被率より小さいことが、区の緑被率に大きく影響している。 

  前回調査と比較して、河川敷（29.4 ポイント）で大きく増加している。一方、社寺（－4.2

ポイント）、低層建築群（－2.6 ポイント）で減少している。公共施設（6.6 ポイント）、その

他（2.7 ポイント）では増加傾向を示し、民有地では 1.9 ポイント減少している。 

 

表Ⅱ－１－４ 土地利用区分別の緑被率経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

緑被面積
（㎡）

緑被率
（％）

公園 268,063 59.9 349,066 71.5 81,003 11.6 13.7
公共施設 129,070 22.4 169,153 29.6 40,083 7.2 6.7
公立学校 245,285 27.4 280,400 31.4 35,115 3.9 11.0
公営住宅等 74,897 30.1 75,208 30.4 311 0.3 3.0

717,315 33.1 873,827 39.7 156,512 6.6 34.4
私立学校 7,973 9.1 11,669 14.2 3,696 5.0 0.5
低層建築群 1,144,370 17.1 789,217 14.5 -355,153 -2.6 31.0
中高層建築群 280,379 9.9 441,916 11.0 161,537 1.2 17.4
社寺 96,981 47.2 85,812 43.0 -11,169 -4.2 3.4
農地 30,697 82.0 26,534 95.3 -4,163 13.3 1.0
鉄道敷 8,811 8.6 12,804 12.5 3,993 3.9 0.5

1,569,211 15.8 1,367,952 13.9 -201,259 -1.9 53.8
道路 207,785 8.3 267,133 10.4 59,348 2.1 10.5
河川敷 16,336 19.7 34,547 49.1 18,211 29.4 1.4

224,121 8.7 301,680 11.4 77,559 2.7 11.9
2,510,647 17.1 2,543,459 17.3 32,812 0.2 100.0

公共施設全体

平成26年度
緑被面積

構成比（％）

その他全体

増減

区全体

平成16年度調査 平成26年度調査

民有地

民有地全体

その他

土地利用区分

公共施設



第Ⅱ章 みどりの“量”の調査結果 
Ⅱ－１ 緑被調査 
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図Ⅱ－１－１１ 土地利用区分図 


